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鰐2図 採食行動と宅づくろい行動の原皮の
日周リズム
粂中的な採食は1日3回見られ.特にあとの2回が大
きい｡毛づくろい行動は,多少の時刻のずれはあるが午
前8時から11時の問に1つの大きな山を和する｡すなわ
ち,軌 1回Elの柴中的採食を行なった枚,群れはかな
り長時間の休怨にはいる｡1時間前後の休憩の検,次の
抹食地へ移り2回日の採食活動を行なう｡抹食はそれに
統く休憩に徐々に変わっていくが,午後からの休憩はそ
れほどfTれ全作に支配的なものではなく,一方では採食
しているものもあり,他力では休んでいるものもあると
いう兵令である｡午枚は急速な移動,または長時間の移
動が多く.したがって遊動距掛土午前より午後の方が大
きい｡1日の遊動距離は3日とも地図上で 1.8km前後
であるが,そのうち午前中の滋動FE脚は0.3-0.6kmに
すぎなかった｡
古君山 Ib群の遊動生活1)
岩野容三 ･四m利1't(東大 ･理)
T.一石宕山におけるニホソザル狩出郡の研兜は.岩野 ･四
元 ･西田の共同研究として行なわれてきた｡1972年1月
より,'73年211までの那花日放は123日であり.T-Ib耶
の総統矧時間は'70JF･10Jl以降皿許して470時間に通した
('70年10月以降の全閉Fc口数は240日,うちT-Ib郡のJ!
中的調査日数は158日である)0
T-Ib群の周年遊動域について
(1) コア･エ1)ア
追跡したすべての遊動路を枇生図上に投形してみる
と,遊動路の典中する地域があることが注目される(那
1回)｡この先申した地域は.高宕山周辺に広がる大き
なスギ･ヒノキ柑林地の北と,T-Ⅰ郡餌場 (石射太郎)
とのRLqの地域と,苅宕山西･南斜面のモミ自然林な含む
大部分市井広井田2次林の地域との2カ所である｡この
遊動路のJ!中している地域を,コア･エ1)アと呼んでよ
いだろう｡
遊動路は一般的に甘えは,杜林地を避けることが祝祭
されており,爪宕山の北に広がる大きな植林地が遊動隅
の柴中する地域な2分したのかも知れない｡なお.1-
2月の遊動路は柿林地を避けているとは想われないが,
10月の遊動芦別ま明らかに柑林地を避けているようであ
り,対m的である｡
(2) 周年遊動城の暁界
ニホソザル野生郡にとって,遊動域の境界は多くの場
合国定的なものではないだろう. しかし,T-rb群の統
窮では,石射太郎から何に延びる尾根はかなりはっきり
した西北7)一向への境界である.T-Ⅰ群が餌場にいる場合
はもとより,秋にT-Ⅰ郡が餌場にいない場合でも,T-Ib
郡がこの線を四 ･北に也えた例は観察されていない.
このような,かなり放格な境界がどのような横柄から
生みだされるかは,興味ある問題である｡
(3)霊長析研究所年報 Vol.2,p.23-の追加と訂正
T-Ib群の周年遊動域は約6.5km2である｡年報中12
km2内外は誤り｡7-8月の遊動域の広さについては,
予期されたような狭い範田ではないことが明らかになっ
た｡また,4-5月の遊動城 もかなり広いと思われる
が,周年遊動城のどれ位な招うかははっきりしない｡
遊動域が季節によってその形を変えることは,JR年の
報告の迅りである｡とくに8月下旬から10月にかけての
遊動城は'71年とほとんど変らず.狭い範田でしかも旺
役する頓り子のような遊動を行なっている.
10月から12月にかけて遊動域はやや拡大する帆句があ
1)四元仲子 (34!大 ･理)との非同研究｡
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